
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

本
補
正
予
算
は
、
今
後
の
財
政
需
要
に
備

え
る
た
め
の
「
財
政
調
整
基
金
積
立
金
」

（
16
億
８
千
万
円
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
議
員
報
酬
及
び
特

別
職
給
与
の
減
額
分
を
積
み
立
て
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
積
立

金
」（
290
万
４
千
円
）
等
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

９
月
25
日
の
本
会
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
財
源
確
保
の
た

め
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
う
ち
、
１
億

８
千
万
円
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
基
金
積
立
金
に
積
み
替
え
る
組
替
え
動

議
が
提
出
さ
れ
、起
立
採
決
の
結
果
、可
決
し

ま
し
た
。

市
長
か
ら
、
こ
の
組
替
え
動
議
の
内
容
に

即
し
た
補
正
予
算
を
次
回
提
出
す
る
旨
の
表

明
が
あ
っ
た
後
、
原
案
に
つ
い
て
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
２
回

　

臨
時
会
日
誌

【
８
月
】

20
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
、
議
員
提
出
議
案
の

審
議
・
採
決
）

令
和
２
年
第
３
回

　

定
例
会
日
誌

【
９
月
】

１
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
議

員
提
出
議
案
の
採
決
、
陳

情
の
採
決
、
市
長
報
告
）

２
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
・
採

決
、
請
願
・
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

厚
生
文
教
委
員
会

14
日　

建
設
環
境
委
員
会

15
日　

総
務
企
画
委
員
会

16
日　

予
算
特
別
委
員
会

17
日　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会

18
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会

25
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
）

28
日　

決
算
特
別
委
員
会

29
日　

決
算
特
別
委
員
会

30
日　

決
算
特
別
委
員
会

【
10
月
】

１
日　

決
算
特
別
委
員
会

２
日　

決
算
特
別
委
員
会

６
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

令
和
２
年
第
３
回

　

臨
時
会
日
誌

【
10
月
】

21
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
）

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
470
億
２
千
545

万
８
千
円
（
前
年
度
対
比
０
・
８
％
減
）、

４
つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）
を

含
め
る
と
697
億
３
千
366
万
7
千
円
（
前
年
度

対
比
０
・
05
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
447
億
８
千
747
万
７

千
円（
前
年
度
対
比
１
・
８
％
減
）、
特
別
会

計
を
含
め
る
と
669
億
８
千
396
万
9
千
円
（
前

年
度
対
比
１
・
０
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
１
日
及
び
２

日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
長
を
除
い
た
23
人

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
鈴
木
成
夫

委
員
長
）に
付
託
し
、９
月
28
日
か
ら
10
月
２

日
の
計
５
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

10
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
一
般
会

計
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立

少
数
に
よ
り
不
認
定
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

４
つ
の
特
別
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
８
月
20
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し

ま
し
た
。

今
臨
時
会
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
」（
１
億
５
千
175
万

４
千
円
）
等
を
計
上
し
た
「
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）」
を
審
議
し
ま
し
た
。

同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
、
本
予
算
に
対
す
る
決
議
（
詳
細
は
７
面
に
掲
載
）
を
提
案
し
、
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
９
月
１
日
に
開
会
し
、
10
月
６
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

次
の
内
容
で
日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

感
染
症
対
策
の
た
め
、
傍
聴
席
数
を
減
ら
し
て
お

り
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別
室
で
音
声

の
み
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
・
動
画
配
信
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

12
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

場　

所　

議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

内　

容　

一
般
質
問

そ
の
他　

�

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
10
月
21
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し

ま
し
た
。

今
臨
時
会
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
熱
外
来
診
療
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
を
含
む
「
感

染
症
予
防
関
係
に
要
す
る
経
費
」（
３
千
１３１
万
３
千
円
）、
ま
た
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
可

決
し
た
組
替
え
動
議
に
基
づ
く
基
金
積
立
金
の
積
み
替
え
等
を
計
上
し
た
「
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
回
）」
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

本
補
正
予
算
等
は
、
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

本
年
９
月
、
無
作
為
抽
出
２
千
人
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
、
約
５５０
人
の
方
か
ら
ご
回
答
を
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

頂
い
た
ご
意
見
等
は
、
今
後
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
2
回
臨
時
会
の
概
要

令
和
元
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
回
）
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
回
）

組
替
え
動
議
を
可
決

第
3
回
定
例
会
の
概
要

日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
す

小
金
井
市
議
会
に
対
す
る

市
民
の
意
識
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
）の

ご
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一般会計決算　３年連続不認定

第
３
回
臨
時
会
の
概
要

日野市・国分寺市・小金井市の可燃ごみを処理している
浅川清流環境組合可燃ごみ処理施設を視察（１０月１５日及び１９日）

令和 2年
第 3回定例会
第271号

令和2年（２０20年）
11月27日発行市議会だより
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫（
み
ら
い
）

今
年
度
か
ら
事
業
開
始
と
な
る
浅

川
清
流
環
境
組
合
関
連
経
費
、新
庁

舎
・（
仮
称
）新
福
祉
会
館
基
本
設
計
、

自
主
防
災
会
防
災
倉
庫
設
置
費
用
の

一
部
補
助
、き
ら
り
が
実
施
す
る
巡

回
相
談
、成
人
歯
科
検
診
対
象
拡
大

な
ど
を
評
価
し
、賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子（
自
民
党
・
信
頼
）

評
価
で
き
る
点
も
多
々
あ
っ
た
が
、

管
理
職
手
当
の
減
額
を
継
続
せ
ず
、

議
会
に
一
切
知
ら
す
こ
と
な
く
市
長

選
挙
直
後
に
規
則
改
正
を
行
い
、引

き
上
げ
た
。ま
た
、市
長
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
に
欠
け
る
面
も
多
く

見
ら
れ
た
事
を
踏
ま
え
、反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠（
公
明
党
）

子
育
て
支
援
の
拡
充
等
、評
価
す

べ
き
施
策
が
あ
る
一
方
、市
長
へ
の

問
責
決
議
が
３
件
可
決
さ
れ
る
等
、

西
岡
市
政
の
負
の
側
面
が
出
た
象
徴

的
な
年
で
あ
っ
た
。い
ま
だ
議
会
と

の
信
頼
関
係
が
築
け
て
お
ら
ず
、警

鐘
を
鳴
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴（
日
本
共
産
党
）

新
庁
舎
の
建
設
費
は
膨
ら
み
、大

型
開
発
等
に
予
算
を
使
う
一
方
、種

々
の
値
上
げ
や
給
付
削
減
が
あ
り
、

委
託
・
民
営
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

所
の
閉
鎖
な
ど
を
強
引
に
進
め
て
い

る
。22
億
円
の
黒
字
は
市
民
生
活
支

援
に
使
う
べ
き
で
あ
り
、反
対
す
る
。

市
長
と
し
て
責
任
を
持
ち
、進
め
る

こ
と
を
見
極
め
、政
策
判
断
を
迅
速

に
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨（
こ
が
お
も
）

今
回
審
査
し
た
決
算
は
、市
長
の

一
期
目
最
終
年
度
の
予
算
執
行
を
表

す
も
の
で
あ
る
。昨
年
９
月
の
一
般

質
問
で
、選
挙
公
約
の
達
成
ど
こ
ろ

か
、着
手
す
ら
３
割
に
満
た
な
い
こ

と
を
指
摘
し
た
。改
善
も
見
ら
れ
ず
、

認
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三（
情
報
公
開
）

西
岡
市
長
就
任
以
降
、人
件
費
が

大
幅
に
増
え
て
い
る
。決
算
年
度
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
あ
る
中
で
、職
員
ボ
ー
ナ
ス
引

上
げ
が
強
行
さ
れ
、こ
っ
そ
り
と
部

長
手
当
、課
長
手
当
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
。全
く
納
得
で
き
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

市
民
が
望
ま
な
い
道
路
は
造
ら
せ

な
い
と
約
束
し
た
３
・
４
・
11
号
線

外
の
、東
京
都
へ
の
要
望
や
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
等
で

公
約
を
守
る
姿
勢
が
見
え
ず
、ま
た
、

不
適
切
な
職
員
配
置
も
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
欠
如
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山　

薫（
市
民
カ
エ
ル
）

初
め
て
賛
成
し
た
当
初
予
算
の
決

算
が
不
認
定
と
な
り
残
念
で
あ
る
。

当
初
予
算
の
討
論
で
述
べ
た
要
望
の

対
応
も
、個
人
情
報
盗
用
問
題
へ
の

市
長
の
対
応
も
不
十
分
で
あ
る
。委

託
事
業
が
増
え
る
中
、個
人
情
報
管

理
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

法
令
遵
守
意
識
の
欠
如
の
指
摘
な

ど
７
件
の
決
議
に
賛
成
し
た
。市
政

運
営
に
課
題
が
あ
っ
た
た
め
認
定
で

き
な
い
。市
民
や
議
会
の
声
を
聞
き
、

９
月
１
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
と
な
り
、

議
長
裁
決
に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し（
み
ら
い
）

陳
情
採
択
を
契
機
に
、オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
設
置
へ
始
動
し
、推
進
計

画
策
定
形
式
は
審
議
会
で
検
討
段
階

で
あ
る
。全
て
の
子
ど
も
の
た
め
の

最
上
位
条
例
ゆ
え
、議
会
全
体
の
目

線
合
わ
せ
や
共
通
認
識
の
な
い
現
状

で
の
本
改
正
案
に
反
対
す
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

組
替
え
動
議
に
対
す
る

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

村
山
ひ
で
き（
み
ら
い
）

財
政
調
整
基
金
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
予
算
を
使
う
こ
と

は
で
き
る
の
に
、１
億
８
千
万
円
も

の
大
金
を
対
策
基
金
に
積
む
の
は
疑

問
で
あ
る
。今
後
、市
長
部
局
か
ら
具

体
的
な
施
策
の
提
案
が
あ
っ
て
か
ら

取
り
崩
す
な
ら
ば
意
味
が
な
い
。

組
替
え
動
議
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹（
公
明
党
）

が
ん
ば
れ
小
金
井
寄
附
金
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
務
委
託
料
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が

不
十
分
。明
確
な
意
思
表
示
の
た
め
、

対
策
基
金
に
積
み
増
す
組
替
え
動
議

に
賛
成
し
、原
案
に
は
反
対
す
る
。

原
案
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志（
日
本
共
産
党
）

我
が
会
派
も
提
案
し
た
組
替
え
動

議
が
可
決
し
、市
長
か
ら
動
議
に
即

し
た
補
正
予
算
を
提
出
す
る
旨
の
発

言
が
あ
り
、賛
成
す
る
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
支
援
策
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、市
長
の
市
民
生
活
支
援
の
姿

勢
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

６
月
23
日
の
本
会
議
で
議
員
か
ら

提
案
し
、
厚
生
文
教
委
員
会
（
紀
由

紀
子
委
員
長
）
に
付
託
し
、
７
月
30

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義（
み
ら
い
）

新
庁
舎
建
設
予
定
地
で
の
継
続
は

反
対
だ
が
、リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
を

愛
す
る
皆
様
と
審
議
会
の
意
見
交
換

の
場
を
持
ち
、そ
の
声
を
二
枚
橋
清

掃
関
連
施
設
運
営
事
業
者
へ
の
仕
様

書
に
反
映
さ
せ
る
等
、今
後
の
リ
ユ

ー
ス
の
在
り
方
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ（
こ
が
お
も
）

市
は
、委
員
会
審
査
の
前
日
に
リ

ユ
ー
ス
事
業
の
解
約
合
意
協
定
を
結

び
、議
会
へ
の
報
告
も
な
く
、市
民
や

議
会
を
軽
視
し
て
い
る
。３
Ｒ
の
推

進
は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

リ
ユ
ー
ス
事
業
の
拡
充
は
あ
っ
て
も
、

縮
小
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也（
日
本
共
産
党
）

　

第
一
に
、３
Ｒ
推
進
と
、ご
み
を
発

生
さ
せ
な
い
取
組
が
必
要
な
た
め
。

第
二
に
、処
理
施
設
を
他
地
域
に
依

拠
せ
ざ
る
を
得
ず
、排
出
量
を
抑
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
。

第
三
に
、リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
の
役

割
が
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
。

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

第
3
回
定
例
会

令和元年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 決 不認定

令和元年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ × × × 決 認　定

令和元年度小金井市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 決 認　定

令和元年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 決 認　定

令和２年度小金井市一般会計補正予算（第６回） 「全会一致となったもの」に掲載

令和２年度小金井市一般会計補正予算（第６回）に対する組替え動議（議員提案） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 即 可　決

小金井市個人番号の利用並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 総 原案可決

小金井市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 総 原案可決

小金井市子どもの権利に関する条例の一部を改正する条例（議員提案） × × × × × × × × × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 厚 否　決�
（議長裁決※）

小金井市奨学資金支給条例の一部を改正する条例（議員提案） × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 厚 否　決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑
付
　
託
　
先
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　予：予算特別委員会　　決：決算特別委員会

※　可否同数の場合、議長が可否を決定します。

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の
第
２
回

臨
時
会

令和２年度小金井市一般会計補正予算（第5回） 即 原案可決

第
3
回
定
例
会

令和元年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決 認　定
小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、小金井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

市道路線の認定について 建 可　決
令和２年度小金井市一般会計補正予算（第６回）、令和２年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）、令和２年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第１回）、令和２年
度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 予 原案可決

小金井市新型コロナウイルス感染症対策基金条例の一部を改正する条例 即 原案可決

小金井市清掃関連施設整備工事請負変更契約について 即 可　決

固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて、教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて（ほか1件） 即 同　意
第
３
回

臨
時
会

令和２年度小金井市一般会計補正予算（第７回）、小金井市保健センター条例の一部を改正する条例 即 原案可決

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
回
）

小
金
井
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
の
継
続
を
の
ぞ
む
陳
情
書

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
議
員
提
案
）

現
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
の

存
続
を
求
め
る
陳
情
書

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井
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会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先
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請願・陳情の審議結果（その１）
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　議：議会運営委員会
　　　　　　庁：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
　　　　　　行：行財政改革推進調査特別委員会

東小金井駅北口まちづくり事業用地の活用に向けて整備基金の創設を求める陳情書 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
小金井市のリサイクル事業所の継続をのぞむ陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
ココバスの運行サービスの拡充を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
現リサイクル事業所の存続を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
他に類を見ない品揃えが魅力の小金井市リサイクル事業所の閉鎖を思いとどまって頂きたいとする陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
リサイクル事業所廃止撤回を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
蛇の目跡地における今年9月開始工事がリサイクル事業所の閉鎖を伴わなければできないとすることへの論理的
な説明を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
庁舎建設工事中にPET・缶処理施設は稼働可なのにリサイクル事業所のみ稼働不可としていることへの論理的説
明を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

あらゆるtwitterおよびblogの投稿欄もしくはエディタに以下の文字列を書くことへの許諾を求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
あらゆるtwitterおよびblogの投稿欄もしくはエディタに以下の文字列を書くことへの許諾を求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
多くの市民に愛される小金井市リサイクル事業所の継続を切にお願いしたいとする陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
小金井市役所における起案書の運用にかかる確認を求める陳情書 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
小金井市民の誇りである小金井市リサイクル事業所の存続を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
広域支援時なみのごみ処理単価を払っているオリックス資源循環株式会社の利用妥当性について見解を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ 採　択
どこに消えた?小金井市の生ごみ半年間、肥料配布がなかったことについて説明を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
財政援助団体職員の待遇は「市役所に準ずる」との風聞に関しての確認を求める陳情書 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
財政援助団体公益社団法人小金井市シルバー人材センター事務局長は事務局員であるかについての確認を求める陳情書 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
環境部長発言「リサイクル事業所が終えたとする一定の役割」についての定量的数値を伴う答弁を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
平成30年10月1日付リサイクル事業解約合意書において解約理由の記述がないことによる無効性について市の弁
明を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
新庁舎設計委託事業者株式会社佐藤総合計画が提出した今次庁舎案に盛り込むべきコロナ対応アイデアの披歴を
求める陳情書 庁 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択

特別定額給付金業務において土日作業をしなかった理由についての見解を求める陳情書 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 採　択
市がリサイクル事業所を廃止できるとする根拠の説明を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 採　択
監査報告書に基づくところの市のリサイクル事業所廃止発言にかかる法的権限ならびに市の立ち位置の確認を求
める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ 採　択
高齢福祉担当課長発言中における公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会の位置づけについての説明を
求める陳情書 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

youtube配信動画の利用を許可する際の基準ならびにそれを裁量する部局もしくは職員の披歴を求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
平成30年3月26日において現福祉保健部長中谷氏は総務部長だったかの確認を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 採　択
ごみ対策課長発言における旧リサイクル事業所と現リサイクル事業所が同じ位置づけの物だとすることへの根拠
の説明を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
リサイクル事業所廃止後に残される物について何がどれくらいあり、それがどのようなゴミになるかの記録を残
す事を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
ごみ対策課長発言「リユース事業の再配置」にかかるリサイクル事業所シルバー就業会員の再配置についての見
解を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択

総務企画委員会　R2.8.19総務課長の2陳情56号への回答を踏まえ、議会動画配信の起案書にかかる解説を求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
市民向け説明会で市が議事の録音を録ったことにかかる見解を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
2000点をこえるリサイクル事業所の残置物品について市による廃棄はしないことを求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
病気治療による予防接種の再接種費用助成制度化を求める陳情書 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
期日前投票所の増設等を求める陳情書 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
小金井市のリサイクル事業所の継続をのぞむ陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択
隣地からの土埃による環境被害から改善を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択
陳情を市HPに掲載することは、市が行う当然の情報公開行為であると確認し、その視点から処々の決定を行うこ
とを求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

動画配信システムに対して傍聴席以上のコストならびに配慮と情熱をもって検討することを求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択
委員会審議結果を早急に告知公告することを求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択
小金井市民の努力が不当に評価されていることに対してその原因を究明し、是正策の策定を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択
市回収金属類に、あって当然のリユースの網をかけることにより再利用可能な金属物品を市民に適価で頒布する
ことを求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × 不採択
可燃ごみ処理委託料単価約48000円と同期間中他市が同焼却場、衛生組合に払った同単価の差を調査しその公開
を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × △ △ △ × × × △ × × × × 不採択
日野市に誤ったメッセージを送らないために浅川稼働の重要性を心から市民に納得してもらう具体的な作業の履
行を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択
日野市に誤ったメッセージを送らないため3市ごみ減量推進市民会議の提言に挑戦する市の過失行為を未然に防
ぐことを求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × △ × × ○ × 不採択
コロナ以降のパンデミックに備えるために早急に効率的なテレワークスキームを作成し平時からの熟練をはかる
ことを求める陳情書 行 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × △ × × × × 不採択

行財政改革を推進するために財政援助団体における天下りの実態を解明することを求める陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × △ ○ × × ○ × 不採択
（仮称）「新型コロナウイルス感染症対策等調査特別委員会」を設置し感染対策と市民や事業者の支援充実を図る
ことを求める陳情書 議 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 不採択

議会動画　本会議　R2.6.1　10：00～を市民による編集、再掲載可な著作権状態にすることを求める陳情書 議 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択
利用者数の数字も調査されず設計されている新庁舎建設計画は素人の遊びですから一から設計をやり直すことを
求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × △ × × × × 不採択

本会議　R2.6.8　10：00/9：33～10：35における総務部長発言中の「適切」についての説明を求める陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ 不採択
市民による利用の少ない市役所は、利用頻度の高い部局を除き、市内の利便の良い土地を無駄に占拠しないこと
を求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択
30年後の焼却炉建設用地を確保するまでは、市内における大規模土地利用にかかる事業はすべて凍結することを
求める陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択
再度職務怠慢のごみ対策部局に対し猛省を促し、市回収金属類のリユース可能性についてリサイクル事業所との
調整を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 不採択
「リユース可能品はごみ袋へ」政策の市民認知を図るため廃止後のリサイクル事業所内物品廃棄作業の見学とそ
の公開を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × △ △ △ × × △ ○ × × ○ × 不採択

リサイクル事業所にジモティーへの登録を認めることを求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 不採択
議員定数を6増、30人にすることを求める陳情書 議 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択
コロナ禍のテレワーク中にテレワーク破りをおこなった職員を調査し、それぞれの弁明を公開することを求める
陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択

福祉保健部が所管するべき書面を環境部が判断し、協議の上、提出に至らしめなかった環境部の責任を問う陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × △ △ △ × × × ○ × × × × 不採択
環境部長の答弁姿勢に対する斎藤議員の叱責は当然であるとして2度とそのようなことはしない旨の当人からの
謝罪を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 不採択

【議会改革】定例議会終了後に、ユーチューブで定例議会の結果をわかりやすく広報することを求める陳情書 議 × × × 議 × × × × × × × × × △ △ △ ○ ○ △ ○ × ○ ○ ○ 不採択
【議会改革】市議会が市民からの質問に回答するシステムの導入を求める陳情書 議 × × × 議 × × × × × × × × × △ △ △ × × ○ ○ × × ○ × 不採択
噴飯ものであろう。するほうもされるほうも。謝る必要のない職員に謝らせないことを求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択
市民利用率3%の市庁舎をどうしても建てたいというなら市役所運営費のやりくりで建設すべきとする陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択
分散化庁舎を選択もしくは検討すらしなかった場合、コロナ感染症に対して未必の故意を働くことであるとの確
認を求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択
小金井市シルバー人材センター理事会において特別会員理事中谷氏はどのような高齢者支援の立場をとったかの
報告を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択
スポーツ振興担当内田課長の体育協会平成３０年度決算にかかる答弁中の未収金という発言において、その詳細の
開示を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × 不採択

「新庁舎建設における議会施設の在り方検討会」を一からやり直すことを求める陳情書 議 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × △ × × × × 不採択
※　紙面の都合により、陳情の要旨は省略しています。
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?!（4面～7面）

※原稿は市長部局の答弁も含め
て各議員が作成しています。一 般 質 問 会

派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井９ 月 ４ 日、７日、８日、９日

ＱＲコードをスマートフォン
等で読み取ると、YouTubeで
ご覧いただくことができます。

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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請願・陳情の審議結果（その２）
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　議：議会運営委員会
　　　　　　庁：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
　　　　　　行：行財政改革推進調査特別委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

庁舎案において市長ならびに議会が最適な選択をしない理由の説明を求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択
新庁舎建設計画の建築要件に市長公約６７億円との予算金額を記さずに公募した当事者らの職務遂行規範の確認を
求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × △ × × × × 不採択

新庁舎建設にかかる予算額を市長公約６７億円として新規に公募をおこなうことを求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × △ × × × × 不採択
会計処理にかかる市の指摘を受けた財政援助団体は書面での返答および改善の証拠の開示をしなくてもよいこと
の確認を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 不採択
情報公開請求小教生生発第２９０号における「貴公益法人の通帳を確認した～」にかかる通帳確認作業の詳細の開示
を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 不採択
スポーツ振興担当課長内田氏発言における「コロナの影響を含めた～」の詳細とコロナと協会作業の調整状況の
開示を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 不採択

１０万円の特別定額給付金事務において福祉保健部がおこなっている作業の報告を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × △ △ △ △ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 不採択
１０万円の特別定額給付金事務において業務をどの程度委託業者に丸投げしたかの度合いの報告を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 不採択
可及的速やかに処理されるべき特別定額給付金事務においての市長ならびに福祉保健部長の論理的思考過程の確
認を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ 不採択
シルバー理事会で会員要望書の一部を事務局長が披歴しなかったことへの特別会員理事兼福祉保健部長中谷氏の
見解を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択
シルバー理事会で理事への注意勧告書を事務局長が披歴しなかったことへの特別会員理事兼福祉保健部長中谷氏
の見解を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択

福祉保健部長のシルバーに寄り添う発言における矛盾の指摘とその是正を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 不採択
「公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律」の適用にあたり、全庁的に条文にあるとおりの執
行を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 不採択

市が他者の権利をないがしろにしておきながら自分たちの権利は守ろうとしていることの正当性を問う陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択
高齢福祉担当課長の２陳情６１号への回答を基にした２陳情４２号に対する答弁のやり直しがなかったことへの確認を
求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択

リサイクル事業所廃止後のシルバー人材センターのリユース事業に最大限の支援を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × 不採択
庁舎建設にかかるコロナ対応に関して甘い考え方でいくのか辛い考え方でいくのかについて議会意思の確認を求
める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × △ △ △ × × × × × × × × 不採択
２陳情７５号の委員会否決をうけテレワーク体制における職員への強制力とそれの埒外とする職員の選択基準の開
示を求める陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ 不採択

総務企画委員会　Ｒ２．８．１９総務課長の２陳情５６号への回答を踏まえ、添付２つの事例についての解説を求める陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択
小金井市シルバー人材センターリユース班提案に対する同理事会における福祉保健部長兼シルバー特別会員理事
の見解を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 不採択
シルバー人材センターへの駐輪場管理業務減少において福祉保健部が高齢者就業支援の立場で行った作業の開陳
を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 不採択
リース庁舎の買い取りこそが小金井市の身の程にあった市庁舎の在り方だと考えないことに対する論理的説明を
求める陳情書 総 △ △ △ 議 △ △ △ △ △ × × × × × × × ○ ○ × △ × × × ○ 不採択

日曜開庁の意義と現状に対する見解を求める陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ 不採択
※　紙面の都合により、陳情の要旨は省略しています。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

昨
年
12
月
の
市
長
選
挙
で
の

公
約
に
つ
い
て
、
多
く
の
議
員

か
ら
質
問
が
さ
れ
て
い
る
が
、

西
岡
市
長
か
ら
明
確
な
答
弁
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。
西
岡
市
長

の
公
約
の
中
に
、「
27
年
来
の

前
進
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

過
去
に
は
、
市
職
員
の
退
職
金

が
払
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

退
職
債
の
発
行
な
ど
、
行
財
政

改
革
の
問
題
を
片
付
け
な
が
ら

課
題
を
解
消
し
つ
つ
、
新
庁
舎

建
設
に
お
い
て
は
、
基
本
構
想

を
策
定
し
、
市
民
参
加
を
し
な

が
ら
進
め
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工

場
跡
地
の
借
金
を
返
済
し
た
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
こ
そ
、
前
進

と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
岡

市
長
の
公
約
の
、「
27
年
来
の

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
学
校
防
災
計
画

を
整
備
し
な
い
か
。

部
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

避
難
所
受
入
可
能
人
数
が
減
少

す
る
た
め
、
在
宅
避
難
の
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
を
市
民
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
今
年
度
中
に
見

直
し
を
図
る
予
定
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
今
回
策

定
し
た
自
主
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
運
営
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

❷
消
防
団
の
訓
練
場
所
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
訓
練
場
所

を
確
保
し
な
い
か
。

部
長
　
地
元
の
方
々
と
協
議

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

❶
ア
防
災
無
線
が
聞
こ
え
づ

ら
い
高
齢
者
世
帯
等
に
戸
別
受

信
機
を
無
償
貸
与
し
な
い
か
。

イ
11
月
の
避
難
所
開
設
訓
練
で

は
遅
い
と
考
え
る
。
指
定
要
員

に
選
出
さ
れ
た
市
職
員
は
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
読
み
合
わ
せ
等
を

行
い
疑
問
点
の
解
消
を
。

部
長
　
ア
東
京
都
の
無
償
貸

与
促
進
事
業
は
条
件
が
適
合
し

な
か
っ
た
が
、
注
視
し
て
い
き

た
い
。
イ
避
難
所
運
営
の
要
と

な
る
指
定
要
員
の
技
術
の
向
上

は
重
要
。
機
会
を
捉
え
訓
練
及

び
情
報
共
有
に
努
め
る
。

❷
ア
東
町
で
無
責
任
な
餌
や

り
行
為
で
ハ
ト
が
集
ま
る
被
害

が
あ
る
。
餌
や
り
禁
止
条
例
の

制
定
を
。
動
物
愛
護
法
に
よ
り
、

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

東
小
金
井
を
舞
台
に
市
内
事

業
者
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作

を
担
当
し
た
「
お
ち
こ
ぼ
れ
フ

ル
ー
ツ
タ
ル
ト
」
が
10
月
12
日

か
ら
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
。
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
が
、「
緑

へ
も
、
本
町
利
音
、
東
リ
リ
」

な
ど
、
市
の
町
名
に
由
来
し
て

い
る
こ
と
は
大
き
な
強
み
で
あ

り
、
地
域
活
性
化
の
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
る
。
ア
前
回
訴

え
た
、
関
係
者
が
連
携
す
る
取

組
へ
の
協
力
状
況
は
。
イ
聖
地

巡
礼
で
来
訪
す
る
フ
ァ
ン
と
と

も
に
ア
ニ
メ
の
世
界
観
を
育
て

る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
広
報
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
べ
き
。
ウ
「
お

ち
こ
ぼ
れ
フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト
」

の
限
定
グ
ッ
ズ
を
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
す
る
、
ア
ニ
メ

を
活
用
し
た
自
治
体
Ｐ
Ｒ
動
画

の
作
成
、
立
川
市
や
武
蔵
野
市

等
の
近
隣
自
治
体
と
コ
ラ
ボ
し

た
地
域
密
着
型
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
エ
ア
ニ
メ
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
本
格
的
に
取

り
組
む
べ
き
。

部
長
　
ア
お
ち
こ
ぼ
れ
フ
ル

ー
ツ
タ
ル
ト
地
域
連
絡
会
を
開

催
し
、
経
済
課
が
参
加
し
て
い

る
。
イ
小
金
井
ア
ニ
メ
協
議
会

等
と
連
携
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
ウ
適
時
適

切
に
判
断
し
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

市
長
　
エ
ア
ニ
メ
を
通
じ
た

取
組
は
小
金
井
市
の
新
た
な
魅

力
の
１
つ
で
あ
り
、
必
要
な
支

援
が
届
く
よ
う
に
努
力
す
る
。

を
重
ね
、
平
成
30
年
３
月
に
清

掃
関
連
施
設
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
た
が
、
い
ま
だ
反
対
の

声
が
あ
る
。
一
方
、
消
防
団
員

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
は
感
謝
申

し
上
げ
る
。
地
元
や
消
防
団
所

管
課
か
ら
訓
練
場
所
と
し
て
利

用
し
た
い
旨
の
話
が
あ
り
、
地

元
に
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
、

訓
練
場
所
と
し
て
お
貸
し
す
る

こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

前
進
」
と
は
、
27
年
間
何
も
し

な
か
っ
た
、
手
を
付
け
な
か
っ

た
と
の
印
象
に
と
れ
る
た
め
、

こ
の
記
載
は
誤
り
で
は
な
い
の

か
。
市
長
の
責
任
と
し
て
、
こ

れ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
私
の
思
い
と
し
て
は
、

平
成
27
年
12
月
に
市
長
に
就
任

し
た
際
に
は
、
具
体
的
な
庁
舎

建
設
へ
の
道
筋
と
い
う
も
の
は

な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

不
適
切
な
飼
養
や
無
責
任
な
餌

や
り
な
ど
に
よ
っ
て
周
辺
の
生

活
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と

き
は
、
原
因
者
に
対
し
て
都
道

府
県
が
立
入
検
査
、
指
導
、
勧

告
、
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
市
と
し
て
迷
惑
行
為
を
や

め
さ
せ
る
よ
う
東
京
都
に
働
き

か
け
を
。
イ
多
頭
飼
い
等
の
劣

悪
な
環
境
で
営
業
し
て
い
る
ペ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
市
内
に
あ
る
。

東
京
都
の
動
物
愛
護
相
談
セ
ン

タ
ー
多
摩
支
所
に
対
し
、
動
物

愛
護
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
指
導

を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
連
絡
を
。

部
長
　
ア
原
則
は
、
市
民
か

ら
東
京
都
へ
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
る
が
、
市
か
ら
の

様
々
な
調
整
は
可
能
と
考
え
る
。

イ
対
応
状
況
を
確
認
済
み
で
あ

り
、
連
携
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
力
維
持
の
た
め

更
な
る
努
力
を
し
な
い
か

西
岡
市
長
の
選
挙
公
約

の
責
任
に
つ
い
て
問
う

東
小
金
井
が
舞
台
の
ア
ニ
メ

で
地
域
活
性
化
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害

対
策
／
東
町
の
ハ
ト
被
害

新庁舎・（仮称）新福祉会館建設予定
地の蛇の目ミシン工場跡地

消防団員の高い技能を維持するために
は、訓練場所確保の検討が必要
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遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
こ
ど
も
宅
食
は
、
自
宅
に

定
期
的
に
食
品
を
配
送
し
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
家
庭
と
の
つ

な
が
り
を
作
り
、
関
係
性
を
築

き
な
が
ら
見
守
っ
て
い
く
事
が

出
来
る
。
そ
の
中
で
、
家
庭
の

変
化
を
い
ち
早
く
見
つ
け
、
食

品
以
外
の
様
々
な
支
援
に
つ
な

げ
る
こ
と
で
、
家
庭
の
困
り
事
、

つ
ら
い
状
況
が
変
化
す
る
こ
と

を
予
防
し
て
い
け
る
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
型
の
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事

業
で
あ
る
。
ア
子
ど
も
食
堂
の

現
状
と
課
題
は
。
イ
支
援
対
象

見
守
り
強
化
事
業
と
関
連
し
て
、

こ
ど
も
宅
食
の
導
入
を
検
討
し

な
い
か
。

部
長　

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り

渡
辺
ふ
き
子

　
（
公
明
党
）

❶
市
内
の
感
染
者
が
増
え
て

お
り
、
軽
症
者
は
自
宅
療
養
も

多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
市

と
し
て
、
注
意
事
項
を
ま
と
め

た
療
養
の
し
お
り
等
を
配
布
し

な
い
か
。
イ
感
染
等
で
自
宅
療

養
中
の
市
民
に
対
し
、
希
望
者

に
、
日
用
品
や
食
料
等
、
自
宅

療
養
セ
ッ
ト
の
支
給
を
行
わ
な

い
か
。
ウ
感
染
者
へ
の
差
別
的

発
言
や
誹
謗
中
傷
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
学
校
等
で
の
対
策

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

部
長　

ア
保
健
所
と
相
談
し
、

近
隣
市
の
状
況
も
参
考
に
研
究

し
た
い
。
イ
直
接
の
情
報
を
持

た
な
い
市
が
保
健
所
と
連
携
せ

ず
行
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
調

査
、
研
究
し
た
い
。

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
千
人
超
が
亡
く
な
っ
て
い

る
一
方
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

は
年
間
約
38
万
人
で
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
加

え
、
が
ん
対
策
も
お
ろ
そ
か
に

し
な
い
こ
と
で
、
市
民
全
体
の

健
康
を
守
る
こ
と
に
な
る
。
ア

が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
対
前
年

度
比
率
の
調
査
で
は
、
今
年
度

は
受
診
者
が
激
減
し
て
い
る
。

T
w
i
t
t
e
r
な
ど
の
新
し

い
手
法
も
活
用
し
、
積
極
的
な

受
診
を
呼
び
か
け
な
い
か
。
イ

胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
の
受
診
状

況
に
つ
い
て
、
定
員
300
人
に
対

し
申
込
者
が
658
人
と
あ
る
。
今

回
は
市
の
補
助
が
あ
る
た
め
、

安
く
受
診
で
き
る
と
い
う
理
由

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

❶
小
金
井
市
保
健
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
と
と
も
に
、
保
健

所
の
増
設
・
拡
充
を
東
京
都
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

課
長　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
第
二
波
や

長
期
的
な
対
応
等
を
踏
ま
え
て
、

適
切
に
対
応
で
き
る
も
の
を
構

築
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
保
健
所
に
つ
い
て
は
、
分

割
の
よ
う
な
形
が
良
い
か
、
何

ら
か
の
支
所
の
よ
う
な
も
の
を

設
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
良
い

の
か
、
４
市
で
の
調
整
、
保
健

所
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
東
京

都
に
よ
る
検
証
等
を
市
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
一
つ
の
形
に

ま
と
め
て
い
く
段
階
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

❷
ア
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
財
政
健
全
化
計
画
を
見
直

す
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
増
の
中
止
、
引
下
げ

と
併
せ
て
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
を
行
う
べ
き
。
イ
収
入
が
落

ち
込
ん
で
い
る
市
内
医
療
事
業

所
に
支
援
金
を
支
給
す
べ
き
。

部
長　

ア
財
政
健
全
化
の
途

上
で
あ
る
こ
と
、
国
か
ら
は
法

定
外
繰
入
金
の
解
消
を
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独

自
の
負
担
軽
減
策
は
取
り
づ
ら

い
。
国
や
東
京
都
の
制
度
を
活

用
し
つ
つ
、
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

課
長　

イ
他
市
事
例
、
国
や

東
京
都
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
取
り
組

め
る
よ
う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、

取
り
組
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ウ
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
指

導
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

８
月
５
日
に
は
、
人
権
を
守
る

た
め
の
家
族
対
話
の
お
願
い
の

通
知
を
各
学
校
に
配
布
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
た
。

❷
小
金
井
市
の
良
好
な
住
環

境
を
守
る
た
め
、
農
地
の
保
全

は
欠
か
せ
な
い
。
農
地
保
全
方

針
の
策
定
を
。
ア
現
在
の
市
の

農
地
の
現
状
は
。
イ
今
後
の
計

画
や
施
策
の
検
討
状
況
は
。

部
長　

ア
現
在
、
８
割
の
特

定
生
産
緑
地
へ
の
移
行
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
当
市
の
生
産
緑

地
の
保
全
は
比
較
的
順
調
と
考

え
て
い
る
。
イ
中
期
総
合
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

緑
の
基
本
計
画
等
を
現
在
策
定

中
で
あ
り
、
ま
た
、
農
業
振
興

計
画
を
新
た
に
策
定
す
る
。

子
ど
も
食
堂
の
開
催
を
見
合
わ

せ
て
い
た
が
、
順
次
再
開
の
動

き
も
あ
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

開
催
場
所
と
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
イ
現

時
点
で
早
急
な
対
応
は
し
に
く

い
と
考
え
て
い
る
。

❷
再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定

に
関
す
る
進
捗
状
況
は
。

部
長　

現
時
点
で
は
、
策
定

の
具
体
的
な
予
定
は
な
い
。

❸
文
化
財
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

の
稗
倉
が
傷
ん
で
い
る
。
修
繕

を
お
願
い
し
た
い
が
、
対
応
は
。

部
長　

文
化
財
で
あ
る
稗
倉

の
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
、
覆

屋
の
屋
根
材
は
経
年
劣
化
が
進

行
し
て
い
る
。
可
能
な
限
り
迅

速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
薬
物
乱
用
防
止
の

推
進
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

が
あ
る
と
思
う
が
、
早
急
に
補

正
予
算
を
組
み
、
こ
う
し
た
市

民
要
望
に
応
え
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

部
長　

ア
昨
年
同
時
期
と
比

べ
、
受
診
者
は
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。
外
出
自
粛
の
呼
び
か

け
に
よ
っ
て
、
特
に
高
齢
者
は

受
診
に
慎
重
に
な
っ
て
い
る
と

推
測
し
て
い
る
。
T
w
i
t
t

e
r
な
ど
の
手
法
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
の
で
、
内
部
で
検

討
し
て
い
る
。
イ
内
視
鏡
検
診

の
受
診
を
何
年
も
お
待
た
せ
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
で
き
る

だ
け
早
く
要
望
に
応
え
て
い
き

た
い
。
10
月
か
ら
12
月
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

要
望
の
あ
っ
た
胃
が
ん
内
視
鏡

検
診
の
予
算
化
等
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
も
検
討
し
た
い
。

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

児
童
・
生
徒
一
人
一
台
の
パ

ソ
コ
ン
端
末
配
布
に
よ
っ
て
学

校
教
育
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

ア
現
段
階
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

イ
一
斉
授
業
偏
重
で
は
な
く
、

対
話
と
協
同
を
通
じ
た
学
習
プ

ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
研
究
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
に
よ
る
学
力
の
向
上
が
成
果

と
し
て
結
論
付
け
ら
れ
て
い
な

い
。
教
育
委
員
会
は
ど
う
い
う

認
識
か
。
エ
何
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
か
。
オ
熊
本
市
の
事
例

に
よ
る
と
、
学
校
内
の
推
進
に

は
チ
ー
ム
対
応
が
大
事
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
ど
う
か
。

カ
稼
働
の
前
段
階
か
ら
、
説
明

会
の
開
催
や
媒
体
発
行
な
ど
、

工
夫
を
し
て
は
ど
う
か
。

部
長　

ア
12
月
中
に
は
稼
働

で
き
る
。
イ
ご
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
。
現
在
の
授
業
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
す
る
。
ウ

成
績
が
向
上
し
た
デ
ー
タ
は
持

っ
て
い
な
い
が
、
活
用
に
よ
り

子
ど
も
の
興
味
・
関
心
が
高
ま

り
、
主
体
的
な
学
習
が
進
め
ら

れ
る
と
考
え
る
。
エ
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
含

め
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
身

に
付
け
る
べ
き
資
質
、
能
力
を

よ
り
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る

よ
う
な
教
育
環
境
の
実
現
を
目

指
す
。
オ
一
人
に
負
担
が
か
か

る
形
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
体
制

で
推
進
で
き
る
よ
う
学
校
に
働

き
か
け
て
い
く
。
カ
保
護
者
向

け
の
情
報
提
供
や
媒
体
発
行
等

を
考
え
て
い
る
。

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

ア
近
隣
市
で
は
、
３
市
が
８

月
よ
り
小
・
中
学
校
体
育
館
の

団
体
利
用
を
再
開
し
て
い
る
。

本
市
の
検
討
状
況
は
。
イ
在
校

児
童
が
在
籍
す
る
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
に
は
、
週
１
回
で
も
活
動

す
る
場
を
開
放
し
な
い
か
。
ウ

体
育
館
を
利
用
す
る
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
に
つ
い
て
、
ル
ー
ル
を

守
れ
ば
、
い
つ
も
の
体
育
館
を

利
用
で
き
る
と
希
望
を
持
た
せ

た
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

部
長　

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
９

月
末
ま
で
見
合
わ
せ
て
い
る
。

翌
月
以
降
の
再
開
予
定
に
つ
い

て
は
毎
月
の
感
染
状
況
に
よ
り

開
放
の
可
否
を
判
断
す
る
。
イ

校
庭
に
比
べ
体
育
館
は
、
密
に

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

ア
公
民
館
や
集
会
施
設
の
利

用
人
数
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、

研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す

る
等
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
。
早
急
に

対
応
を
。
イ
他
市
事
例
も
あ
る

よ
う
に
、
公
民
館
の
講
座
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
な
い
か
。

ウ
早
急
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
の
計
画

を
策
定
し
、
実
現
し
な
い
か
。

部
長　

ア
公
民
館
の
利
用
定

員
を
暫
定
的
に
２
分
の
１
と
し

て
お
り
、
市
民
の
活
動
に
支
障

が
出
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
学
び
を
止
め
な
い
工
夫

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
備
し
た
学
生
の
居
場
所
の
提

供
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
要
望

が
あ
り
、
検
討
し
て
い
る
。
イ

著
作
権
等
の
課
題
や
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
サ
ー
ク
ル
化
の

醸
成
と
い
う
公
民
館
主
催
事
業

の
目
的
も
踏
ま
え
、
他
市
の
動

向
も
見
な
が
ら
研
究
・
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ウ
計

画
も
重
要
で
あ
る
が
、
市
内
施

設
に
設
置
し
て
い
る
防
災
用
の

Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
設
備
の
契
約
を
来

年
９
月
末
で
見
直
す
こ
と
に
な

る
。
新
庁
舎
建
設
も
あ
る
の
で
、

短
期
集
中
的
な
取
組
を
優
先
し
、

関
係
部
署
と
の
調
整
等
に
着
手

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
幼
稚
園
利
用
者
の

不
安
、
小
・
中
学
生
の
健
康
、

成
人
を
祝
う
会
、
傍
聴
環
境
の

充
実
、
特
別
定
額
給
付
金
事
務

執
行
の
振
り
返
り
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

な
り
や
す
く
、
使
用
後
の
施
設

や
備
品
の
消
毒
な
ど
学
校
管
理

下
で
行
え
な
い
等
、
学
校
側
も

慎
重
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

ウ
感
染
予
防
第
一

の
状
況
下
で
新
し
い
対
応
を
す

ぐ
に
迫
る
の
は
、
教
育
委
員
会

と
し
て
心
苦
し
い
面
も
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、
体
育

館
の
団
体
利
用
に
関
し
て
も
、

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
運
用
を

ル
ー
ル
化
し
、
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
な
る
べ
く
早
期
に

再
開
さ
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
見
守
り
シ
ー
ル
事

業
の
進
捗
、
第
一
小
学
校
の
来

年
度
の
校
庭
開
放
の
ニ
ー
ズ
増

に
対
す
る
検
討
及
び
失
語
症
の

方
へ
の
支
援
の
状
況
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
来
年
以
降
、
更
な
る
暑
さ

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
併
せ
て
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
を
守
り
な

が
ら
、
学
び
を
止
め
な
い
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア

小
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
の
状
況
は
。
イ
中
学
校

へ
の
設
置
も
来
年
対
応
す
べ
き
。

ウ
リ
モ
ー
ト
学
習
の
対
応
は
。

部
長　

ア
11
月
に
は
全
校
で

運
用
開
始
予
定
で
あ
る
。
イ
早

期
の
設
置
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
ウ
実
施
に
当
た
り
、

効
果
と
課
題
を
研
究
し
て
い
く
。

❷
団
塊
世
代
が
、
日
本
人
の

平
均
寿
命
を
超
え
る
２
０
４
０

年
前
後
へ
向
け
、
基
礎
自
治
体

の
「
終
活
支
援
」
等
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
は
更
な
る
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
ア
本
市
の
対
応
状
況

は
。
イ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
導
入
は
。
ウ
お
く
や
み
窓
口

の
検
討
状
況
は
。

部
長　

ア
10
月
か
ら
開
設
す

る
福
祉
総
合
相
談
窓
口
で
様
々

な
相
談
に
対
応
す
る
予
定
で
あ

る
。
イ
早
急
に
研
究
し
た
い
。

ウ
小
金
井
市
版
お
く
や
み
ノ
ー

ト
の
作
成
を
検
討
し
て
い
る
。

❸
市
民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
、
道
路
の
陥
没
や
施

設
の
破
損
等
、
身
近
な
問
題
を

手
軽
に
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
活
用
等
、
費
用
が
か
か
ら
な

い
方
法
で
検
討
で
き
な
い
か
。

部
長　

武
蔵
野
市
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
導
入
に
当
た
り

前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
等
へ
の
支
援
を

こ
ど
も
宅
食
の
取
組
開
始
を

検
討
し
な
い
か

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

よ
り
良
い
学
び
の
環
境
に

保
健
所
機
能
の
体
制
強
化
を

胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
に

早
急
な
補
正
予
算
を

公
共
施
設
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
を
急
げ

小
・
中
学
校
体
育
館
の

団
体
利
用
の
再
開
を

今
後
の
猛
暑
対
策
／

多
死
社
会
へ
向
け
た
対
応
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片
山　

薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
多
摩
地
域
の
自
治
体
議

員
が
行
っ
た
26
市
の
生
活
保
護

行
政
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

へ
の
見
解
は
。
イ
住
居
の
な
い

方
に
対
し
、
現
在
地
保
護
を
し

て
い
る
か
。 

ウ
無
料
低
額
宿

泊
所
へ
の
入
居
を
強
要
す
べ
き

で
は
な
い
。
エ
速
や
か
な
ア
パ

ー
ト
転
宅
を
基
本
支
援
と
し
、

就
労
に
つ
な
が
れ
ば
、
施
設
で

は
な
く
大
家
の
収
入
や
税
収
の

増
加
に
な
る
。
オ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
か
ら
の
転
宅
希
望
に
つ
い
て
、

要
件
を
緩
和
し
て
実
現
せ
よ
。

部
長　

ア
各
市
と
同
様
、
国

や
東
京
都
の
方
針
に
沿
っ
た
対

応
と
認
識
し
て
い
る
。
イ
現
在

地
で
の
福
祉
事
務
所
で
の
対
応

が
基
本
と
認
識
し
て
い
る
。
ウ 

田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
人
権
感
覚
に
あ
ふ
れ
る
市

民
対
応
の
た
め
に
、
人
権
に
敏

感
な
職
員
を
増
や
す
取
組
を
。

ア
職
員
の
実
態
調
査
と
、
全
職

員
に
セ
ク
ハ
ラ
防
止
相
談
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
し
な
い
か
。

イ
Ｄ
Ｖ
と
子
ど
も
虐
待
の
連
鎖

を
予
防
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る

た
め
、
子
ど
も
に
関
わ
る
全
部

署
を
対
象
と
し
た
研
修
や
二
次

被
害
防
止
の
た
め
の
対
策
を
実

施
し
な
い
か
。
ウ
性
暴
力
被
害

者
へ
の
救
済
・
支
援
を
盛
り
込

む
研
修
な
ど
の
実
施
体
制
は
。

部
長　

ア
管
理
職
に
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

現
状
の
体
制
は
、
男
女
３
名
ず

つ
の
相
談
員
と
、
男
性
３
人
、

女
性
４
人
の
苦
情
処
理
委
員
を

紀　

由
紀
子

（
公
明
党
）

❶
失
語
症
は
、
脳
卒
中
や
交

通
事
故
で
脳
の
言
語
中
枢
が
傷

つ
い
て
起
こ
る
言
葉
の
障
が
い

で
、
会
話
、
読
み
書
き
な
ど
の

理
解
も
難
し
く
な
る
。
他
者
と

の
意
思
疎
通
が
取
れ
な
い
ス
ト

レ
ス
か
ら
会
話
や
外
出
を
避
け

る
よ
う
に
な
り
、
孤
立
を
深
め

や
す
い
。
意
思
疎
通
支
援
者
の

養
成
は
、
国
が
２
０
１
８
年
度

に
制
度
化
し
、
東
京
都
で
支
援

養
成
者
講
座
が
行
わ
れ
て
い
る
。

修
了
者
が
失
語
症
支
援
に
携
わ

る
仕
組
み
を
作
り
、
支
援
に
繋

げ
な
い
か
。
ア
失
語
症
の
周
知

啓
発
の
た
め
、
失
語
症
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
し
お
り
を
自

立
生
活
支
援
課
等
に
設
置
し
な

い
か
。
イ
東
京
都
と
連
携
し
て

た
ゆ
久
貴

　

 

（
日
本
共
産
党
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
抑
え
る
に
は
、
エ

ピ
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
感
染

が
集
中
し
て
い
る
地
域
を
見
つ

け
出
し
、
そ
こ
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
大
規
模
に
拡
充
し
、
無
症
状

を
含
め
た
感
染
者
を
隔
離
・
保

護
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ア
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
有
効
性
、
必

要
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

イ
感
染
状
況
や
検
査
状
況
等
の

情
報
開
示
を
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。
ウ
医
療
機
関
・

介
護
施
設
・
福
祉
施
設
・
保
育

園
や
学
校
な
ど
、
集
団
感
染
の

リ
ス
ク
の
高
い
施
設
の
関
係
者

に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

う
こ
と
を
求
め
る
。
エ
感
染
者

へ
の
生
活
物
資
の
支
援
を
。
オ

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
増
や
す
た
め
、

医
療
機
関
等
へ
の
財
政
支
援
を

行
う
べ
き
。
カ
国
や
東
京
都
に

強
く
財
政
支
援
を
求
め
る
べ
き
。

部
長　

ア
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
大

の
有
効
性
は
妥
当
と
考
え
る
。

イ
必
要
な
情
報
の
開
示
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ウ
必
要
性
は

あ
る
と
思
う
が
、
国
や
東
京
都

の
支
援
策
を
見
定
め
て
検
討
し

た
い
。
エ
検
討
す
る
事
項
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
オ
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
カ

求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

❷
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
、
東
京
都
が

環
境
概
況
調
査
を
始
め
、
事
業

化
を
進
め
て
い
る
。
市
長
は
抗

議
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
が
判
断
す
る
立
場

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

配
置
し
て
い
る
。
イ
教
員
へ
の

研
修
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の

人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
い
る
。

ウ
研
修
に
は
広
聴
係
の
職
員
が

毎
年
参
加
し
て
い
る
。
性
暴
力

被
害
者
へ
の
救
済
・
支
援
は
、

相
談
だ
け
で
終
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
支
援
の
入
口
と
し
て
、

適
切
な
支
援
に
ど
う
つ
な
ぐ
か

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

課
長　

イ
二
次
被
害
防
止
の

た
め
、
窓
口
担
当
者
へ
の
情
報

共
有
と
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

❷
学
校
の
給
食
着
は
、
柔
軟

剤
等
の
強
い
香
り
で
体
調
を
崩

す
子
ど
も
に
貸
出
し
を
行
う
等

の
対
応
が
で
き
な
い
か
。

課
長　

一
つ
の
方
法
と
し
て
、

個
別
に
給
食
着
を
学
校
で
用
意

す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ホ
テ
ル
も
住
宅
扶
助
の
対
象
と

な
る
が
、
緊
迫
性
に
鑑
み
無
料

低
額
宿
泊
所
の
案
内
を
し
て
い

る
。
エ
相
談
を
し
な
が
ら
、
自

立
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。

オ
難
し
い
が
、
研
究
し
た
い
。

❷
学
校
一
斉
休
校
後
の
分
散

登
校
な
ど
、
子
ど
も
へ
の
負
担

が
心
配
で
あ
る
。
ア
少
人
数
学

級
の
検
討
状
況
は
。
イ
子
ど
も

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
検
討
・

設
置
に
は
教
育
委
員
会
の
関
わ

り
が
重
要
と
思
う
が
、
見
解
は
。

部
長　

ア
現
状
で
は
不
可
能
。

室
長　

イ
ど
の
よ
う
に
連
携

を
図
る
か
を
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
明
石
市
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
害
対
策
を
例

に
、
ひ
と
り
親
へ
の
支
援
策
、

給
食
無
償
化
、
30
人
学
級
の
実

施
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

支
援
に
繋
げ
て
い
か
な
い
か
。

部
長　

ア
で
き
れ
ば
設
置
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

イ
東
京
都
と
連
携
を
密
に
し
て

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

❷
市
が
結
ん
で
い
る
コ
ン
ビ

ニ
と
の
地
域
活
性
化
包
括
連
携

協
定
を
充
分
に
い
か
せ
。
ア
東

大
和
市
の
例
を
参
考
に
、
コ
ン

ビ
ニ
を
使
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
事
業
を
行
わ
な
い
か
。
イ

夜
間
で
も
利
用
可
能
な
コ
ン
ビ

ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
。

部
長　

ア
現
在
、
導
入
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
イ

課
題
を
解
決
し
、
導
入
に
向
け

て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
乳
児
用
液
体
ミ
ル

ク
の
備
蓄
拡
充
や
、
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
周
知
啓
発
、
設
置
補

助
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福

祉
会
館
建
設
に
つ
い
て
。
ア
工

期
の
大
幅
短
縮
に
よ
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、
安
全
で
陽
当
た
り
の

良
い
大
き
な
広
場
の
確
保
、
新

庁
舎
と
同
等
の
陽
当
た
り
と
免

震
構
造
を
（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
に
も
採
用
の
「
市
民
を
幸
せ

に
す
る
３
点
セ
ッ
ト
」
を
実
現

で
き
る
設
計
に
軌
道
修
正
す
べ

き
。
イ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
処
理
工

場
に
あ
る
も
の
を
、
こ
れ
ま
で

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
と
し
て
使

っ
て
き
た
建
物
に
暫
定
移
設
す

る
こ
と
は
物
理
的
に
可
能
か
。

市
長　

ア
竣
工
に
影
響
を
及

ぼ
す
設
計
条
件
を
見
直
す
こ
と

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

課
長　

イ
技
術
的
に
は
可
能

で
あ
る
と
思
う
が
、
床
の
補
強
、

屋
根
の
補
修
、
電
気
工
事
等
の

附
帯
工
事
が
必
要
と
な
る
。

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
未
執
行
と
な
る
予
算
や

不
用
額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
に
積
み
、

対
策
の
財
源
と
す
べ
き
。

部
長　

細
か
な
部
分
が
ま
だ

全
庁
的
に
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、

全
体
調
整
の
中
で
考
え
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

❸
正
規
職
員
数
は
、
現
状
677

人
に
対
し
、
職
員
定
数
条
例
で

は
790
人
で
、
113
人
の
差
が
あ
る
。

職
員
定
数
条
例
の
見
直
し
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
か
な
い
か
。

部
長　

検
討
す
べ
き
課
題
が

数
多
く
あ
り
、
悩
ま
し
い
が
、

適
切
な
時
期
に
職
員
定
数
の
見

直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
ア
障
が
い
の
あ
る
方
の
移

動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
国
の

支
援
制
度
で
は
、
通
勤
・
通

学
・
通
所
に
は
使
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
国
は
市
に
柔
軟
な
制

度
設
計
を
求
め
て
い
る
が
、
市

の
制
度
で
も
使
え
な
い
理
由
は
。

イ
移
動
に
困
難
を
抱
え
る
方
が

い
な
い
よ
う
な
市
に
す
る
た
め
、

市
の
事
業
で
カ
バ
ー
す
べ
き
。

部
長　

ア
人
的
支
援
の
確
保

な
ど
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

現
在
は
国
の
制
度
と
同
様
の
規

定
に
し
て
い
る
。
イ
制
度
の
充

実
の
要
素
と
し
て
、
従
事
者
の

研
修
等
は
検
討
し
て
い
る
。
社

会
参
加
は
必
要
な
の
で
、
対
応

が
必
要
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

❷
ア
玉
川
上
水
の
樹
木
の
伐

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

マ
ス
コ
ミ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
し
て
、
必
要
以
上

に
国
民
を
煽
り
、
恐
怖
心
を
植

え
付
け
る
報
道
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
行
政
も
そ
れ
に
影
響
さ

れ
た
対
応
を
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
理
的
害

毒
よ
り
社
会
的
害
毒
の
方
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例

と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
示
す
。
①

市
民
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

い
、
120
人
の
感
染
者
が
い
た
と

仮
定
す
る
と
、
感
染
者
36
人
を

見
逃
し
、
千
200
人
の
偽
陽
性
者

を
生
み
出
す
。
不
必
要
な
検
査

は
す
べ
き
で
は
な
い
。
②
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
27
・
８
％
マ
イ
ナ
ス
と
な

れ
ば
、
自
殺
者
が
６
千
500
人
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
経
済

の
復
活
を
一
刻
も
早
く
す
べ
き

で
あ
る
。
③
不
慮
の
事
故
で
の

年
間
死
者
数
は
、
浴
室
で
１
万

９
千
人
、
食
事
を
喉
に
詰
ま
ら

せ
た
窒
息
死
は
９
千
人
、
交
通

事
故
死
は
３
千
200
人
、
転
倒
事

故
死
は
５
千
788
人
、
住
宅
火
災

は
946
人
で
あ
り
、
必
要
以
上
に

恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
市
長

の
見
解
を
求
め
る
。

市
長　

議
員
か
ら
様
々
な
デ

ー
タ
が
示
さ
れ
た
。
私
と
し
て

は
、
正
し
く
恐
れ
る
、
正
し
い

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
不
足
な
ど
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
と
市
民
に
大

き
な
影
響
が
及
ぶ
。
過
剰
に
恐

怖
心
を
煽
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

採
は
や
り
す
ぎ
で
あ
る
。
桜
を

植
え
る
た
め
に
こ
れ
以
上
樹
木

を
伐
採
す
べ
き
で
は
な
い
。
イ

生
物
多
様
性
へ
の
考
え
は
。

部
長　

ア
文
化
財
保
護
の
た

め
の
適
切
な
措
置
と
考
え
る
。

市
長　

イ
桜
以
外
の
樹
木
に

つ
い
て
も
一
定
の
対
応
が
と
ら

れ
て
い
る
。
桜
が
生
育
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
市
に
問

わ
れ
て
い
る
姿
勢
と
考
え
る
。

清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

ア
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
防
災
の
観
点

か
ら
市
長
に
問
う
。
災
害
は
待

っ
た
な
し
で
あ
り
、「
想
定

外
」
で
は
許
さ
れ
な
い
。
本
都

市
計
画
道
路
は
、
広
域
避
難
場

所
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
等
に
資

す
る
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
災

害
救
助
車
両
や
緊
急
搬
送
等
の

様
々
な
場
面
で
必
要
不
可
欠
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
市
長

の
見
解
は
。
イ
市
長
の
最
も
重

要
な
職
責
は
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
事
で
あ
る
。
自
然
も

残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
市
長

は
市
民
の
命
を
守
る
責
任
が
あ

る
。
政
治
家
は
、
時
に
大
き
な

反
対
が
あ
っ
て
も
何
が
重
要
か

判
断
し
、
決
断
せ
ね
ば
な
ら
な

い
時
が
あ
る
。
歴
代
の
市
長
も
、

過
去
の
そ
の
よ
う
な
決
断
に
よ

り
今
の
便
利
な
小
金
井
市
が
あ

り
、
そ
れ
を
継
承
し
て
今
の
西

岡
市
政
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
の
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

ア
防
災
上
の
視
点
も

大
切
だ
が
、
環
境
保
全
の
視
点

も
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
イ
市

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
視
点

と
同
時
に
本
市
の
魅
力
、
市
民

の
思
い
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
３
・
４
・
11
号
線

に
つ
い
て
は
十
分
な
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
状
況
と
考
え
る

た
め
、
了
解
な
く
事
業
化
を
進

め
る
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

■
そ
の
他
、
消
防
団
活
動
の
技

術
継
承
の
た
め
、
現
団
員
が
長

く
継
続
で
き
る
環
境
整
備
に
つ

い
て
要
望
し
ま
し
た
。

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

／
学
校
で
の
香
害

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト

を
実
現
し
よ
う

新
庁
舎
等
の
建
設
は

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

コ
ロ
ナ
拡
大
を
防
ぐ
た
め

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

失
語
症
の
周
知
・
啓
発
と

支
援
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
を

新
型
コ
ロ
ナ
を
正
し
く

理
解
し
正
し
く
行
動
す
べ
き

移
動
の
自
由
を
守
ろ
う
／

全
て
の
樹
木
の
尊
重
を

市
民
の
命
を
守
る
都
市

計
画
道
路
と
防
災
の
観
点

2020年3月 玉川上水沿い
（陣屋橋から小金井橋）
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
貴
重
な
憩
い

の
場
、
運
動
不
足
解
消
の
場
と

し
て
、
公
園
の
価
値
が
改
め
て

見
直
さ
れ
て
い
る
。
ア
緊
急
事

態
宣
言
下
で
は
遊
具
の
使
用
禁

止
等
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
を
自

由
に
遊
ば
せ
た
い
一
方
、
不
安

も
拭
え
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

遊
具
の
安
全
性
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
た
い
。
イ
新
し
い
生
活

様
式
に
合
わ
せ
、
公
園
を
よ
り

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
新
た
な

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し

い
。
ウ
花
火
を
し
た
い
が
場
所

が
な
い
と
い
う
声
を
頂
く
。
近

隣
へ
の
迷
惑
に
つ
な
が
る
可
能

性
等
も
あ
り
、
簡
単
な
問
題
で

は
な
い
が
、
公
園
で
の
花
火
を

基
本
的
に
自
由
と
す
る
自
治
体

も
あ
る
。
立
地
や
環
境
に
よ
っ

て
は
公
園
で
の
花
火
の
許
可
を

検
討
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
遊
具
の
使
用
を
中

止
し
な
か
っ
た
自
治
体
も
含
め

て
、
公
園
で
の
感
染
は
現
実
的

に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
再
び
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
て
も
、
遊
具
の

利
用
中
止
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
し
直
す
考
え
で
あ
る
。
イ

市
内
農
家
と
の
連
携
を
テ
ー
マ

に
し
た
朝
摘
み
野
菜
の
販
売
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
、

公
園
等
の
多
目
的
利
用
を
推
進

し
て
い
る
。
ウ
コ
ロ
ナ
禍
で
制

約
が
課
せ
ら
れ
る
中
、
子
ど
も

た
ち
の
夏
の
思
い
出
づ
く
り
の

た
め
に
も
一
定
規
模
以
上
の
公

園
で
の
使
用
許
可
を
、
他
市
事

例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

公
民
館
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
う
。
ア
（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
内
に
設
置
す
る
本
館
機
能
は
、

事
実
上
の
本
館
で
、
条
例
上
も

本
館
と
し
て
整
備
す
べ
き
。
イ

本
館
を
条
例
上
規
定
し
な
い
と
、

現
在
の
分
館
は
在
り
方
も
変
わ

る
。
ど
の
よ
う
な
検
討
を
す
る

の
か
。
ウ
公
民
館
は
、
社
会
教

育
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、

無
料
と
す
べ
き
で
あ
る
。
エ
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
委
託
あ
り

き
で
の
検
討
は
問
題
で
あ
る
。

貫
井
南
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館

と
の
併
設
館
で
あ
り
委
託
は
難

し
い
。
緑
セ
ン
タ
ー
は
、
下
村

湖
人
ゆ
か
り
の
地
で
、
青
年
団

活
動
な
ど
の
歴
史
と
伝
統
を
引

き
継
い
だ
施
設
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
在
り
方
を

検
討
す
べ
き
。
オ
野
外
調
理
場

を
存
続
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

部
長
　
ア
条
例
上
の
公
民
館

と
し
て
は
位
置
付
け
な
い
が
、

今
ま
で
の
機
能
を
網
羅
す
る
形

と
し
た
い
。
イ
課
題
が
多
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
ウ
有
料

化
、
受
益
者
負
担
は
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
。

エ
業
務
委
託
は
、
セ
ン
タ
ー
化

を
行
う
上
で
の
手
段
と
し
て
位

置
付
け
た
。
オ
野
外
調
理
場
の

意
義
と
、
近
隣
へ
の
影
響
の
双

方
の
観
点
か
ら
在
り
方
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
そ
の
他
、
新
庁
舎
建
設
の
財

政
計
画
と
建
設
後
の
跡
地
利
用
、

東
小
金
井
駅
ま
ち
づ
く
り
事
業

用
地
の
活
用
方
策
の
検
討
等
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

篠
原
ひ
ろ
し

（
改
革
連
合
）

新
庁
舎
の
建
設
計
画
が
進
ん

で
い
る
が
、
移
転
後
の
現
本
庁

舎
、
本
町
暫
定
庁
舎
及
び
駐
車

場
の
跡
地
利
用
計
画
が
全
く
議

論
さ
れ
て
い
な
い
。
南
口
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
の
第
一
地

区
、
第
二
地
区
が
完
成
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
先
行
地
区
に
続
い
て

計
画
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

南
口
の
再
開
発
地
区
計
画
の
範

囲
は
、
現
本
庁
舎
、
本
町
暫
定

庁
舎
及
び
駐
車
場
ま
で
含
ま
れ

て
お
り
、
第
一
、
第
二
地
区
以

外
の
市
有
地
が
関
わ
る
街
区
が

い
ま
だ
白
紙
で
あ
る
。
庁
舎
の

移
転
前
か
ら
、
こ
れ
ら
の
街
区

に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
、
市

民
施
設
、
財
政
効
果
等
を
考
慮

し
て
未
計
画
地
の
整
備
計
画
に

早
く
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。
こ
れ
ら
は
市
長
か
ら
方
針

を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。

部
長
　
当
該
地
区
の
具
体
的

計
画
等
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
用

途
地
域
指
定
方
針
、
基
準
に
よ

り
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

市
長
　
跡
地
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

利
用
未
計
画
市
有
地
の

整
備
計
画
を
早
急
に

●●● 広報協議会 ●●●

【10月２日】
▶�　財政計画（令和３
年度～令和７年度）
について

厚生文教委員会
開催日時：10月30日（金）午前10時
審査案件：計21件

建設環境委員会
開催日時：11月5日　（木）午前10時
審査案件：計15件

議会運営委員会
開催日時：�11月10日（火）午前10時�

11月25日（水）午後２時
審査案件：計8件

行財政改革推進調査特別委員会
開催日時：11月12日（木）午前10時
審査案件：計2件

総務企画委員会
開催日時：11月18日（水）午前10時
審査案件：計15件

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
開催日時：11月19日（木）午前10時
審査案件：計5件

閉会中の委員会日程及び審査案件

各委員会の審査案件は、ＱＲコード
をスマートフォン等で読み取ると、
ご覧いただくことができます。

全員協議会を
開催しました

次の日程で開催し
ました。会議の様子
はＹｏｕＴｕｂｅでご覧い
ただけます。

▶　 ８月20日（木）
▶　 ９月 ７日（月）
▶　 ９月23日（水）
▶　11月24日（火）

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

第
２
回

臨
時
会

議案第５５号令和２年度小金井市一般会
計補正予算（第５回）に対する決議

市の財源投入はわずか2千万円である。前年度黒字は22億円で
あり、市民を支えるための活用があってしかるべきである。 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

第
３
回
定
例
会

臨時国会において、政治の空白を生
まず新型コロナウイルスの感染症対
策などの重要課題について十分な審
議を行うことを求める意見書

臨時国会で、衆参両院の本会議代表質問や予算委員会を開催
し、新型コロナウイルス感染症対策など十分な審議を行うこと
を求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

地方自治体のデジタル化の着実な推
進を求める意見書

地方自治体のデジタル化のため、①オンライン申請の実現、②
情報システムの標準化・共通化の促進、③財政措置等を求める。○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × 原案可決

コンビニ交付サービスを活用した罹
災証明書の交付を求める意見書

災害時の移動困難や感染症の拡大防止には、来庁者の減少が重
要である。コンビニ交付を活用した罹災証明書の交付を求める。○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 原案可決

ドクターヘリの安定的・持続的運用
への支援強化を求める意見書

ドクターヘリが今後も救命救急の切り札として安定的・持続的
にできるよう早急に補助金の基準額の設定、財政措置等を求める。○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井都市計画道路３・４・１１号線外の
環境概況調査の中止と長期的視点で２
路線の見直しを求める意見書

東京都が行った調査委託の入札は、議会や市民の意見を無視し
た行為で遺憾である。調査の中止と２路線の事業化の見直しを
求める。

× × × 議 × △ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

障がい者の移動を支援する福祉サー
ビスの拡充を求める意見書

障がいのある方の通勤や通年かつ長期にわたる外出等も個別給付
とし、自治体が移動支援に柔軟に取り組める財源確保等を求める。○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

東京都水道事業の新会社設立に対し、
都民の暮らしと命を守るため、更なる
コンプライアンスの強化、モニタリン
グと情報公開の推進を求める意見書

第３セクターの新会社は、株式の８割も公金が使われながら東京
都水道局による技術継承・人材育成が不十分。今後の監視を求
める。

○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

性犯罪・性暴力対策の強化を求める
意見書

性犯罪に関する刑法は現在不十分である。不同意性交罪の創設・性
犯罪の繰り返しをなくし、被害申告しやすい環境整備等を求める。○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

コロナ禍で影響を受けている医療機
関への損失補てんとPCR検査拡充へ
の支援を求める意見書

医療機関への実効性ある損失補てんの仕組みの創設を求めると
ともに、PCR検査体制の増強・拡充への政府の費用支援を求め
る。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 原案可決

中国政府に対し、香港に関する国家安全維
持法への抗議・撤回と、「一国二制度」の
国際公約を守り、自由と人権への弾圧を
やめるよう要請することを求める意見書

日本政府は中国政府に対して抗議し、香港の自由と人権の保障
のために、国家安全維持法の撤回を要請することを求める。 △ △ △ 議 △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

生活保護行政の改善を求める意見書 住まいのない生活保護申請者に対し、無料低額宿泊所への入所を
強要せず、生活保護法に定める居宅保護の原則の徹底を求める。 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小・中学校、高等学校等における少
人数学級の早期実現を求める意見書

早急に30人学級、その後20人程度の学級へ移行し、授業を詰め
込みすぎず、仲間との学びと豊かな学校生活の保障を求める。 △ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ 原案可決

小金井市の行政運営に抗議し、リサ
イクル事業所の再開を求める決議

リサイクル事業所の再開を具体的に検討すること。「リユース」
の在り方を、市民の声を聞き方針と方策を示すことを求める。 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

菅義偉首相による日本学術会議会員
候補の任命拒否について抗議し、撤
回を求める意見書

菅義偉首相に対し、日本学術会議会員候補者の任命拒否につい
て厳しく抗議し、経過と理由の説明と任命拒否の撤回を求める。× × × 議 × △ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 原案可決

中曽根元首相の内閣・自民党合同葬
儀への巨額の公金支出に関して再考
を求める決議

中曽根元首相の内閣・自民党合同葬儀への公金9,643万円の支出
に関して、国民の理解を得られる在り方とすべく再考を求める。× × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議　

決　

結　

果

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑

清
水　

が
く

吹
春
や
す
た
か

湯
沢　

綾
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林　

正
樹

紀　

由
紀
子

宮
下　
　

誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木　

成
夫

岸
田　

正
義

沖
浦
あ
つ
し

た
ゆ　

久
貴

板
倉　

真
也

水
上　

洋
志

白
井　
　

亨

水
谷
た
か
こ

斎
藤　

康
夫

渡
辺　

大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭　

祐
子

片
山　
　

薫

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

コ
ロ
ナ
禍
で
の
安
全
で

効
果
的
な
公
園
の
活
用
を

社
会
教
育
と
し
て
の

公
民
館
の
発
展
を
求
め
る

整備計画が待たれる街区
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次の定例会は令和2年11月３０日（月）開会予定です。

参考人に対する質疑（要旨）
【名簿盗用について】
○�委　員　（なぜ）名簿を盗用しようと思った
のか。
○�参考人　元都議会議員から名簿を集めるよう
指示があった。名簿が増えないと叱責され、
追い詰められた。名簿を盗用しようと言われ
たわけではない。
○�委　員　名簿盗用を誰かに報告したか。
○�参考人　選挙対策会議で、盗用とは言わなか
ったが、名簿が集まったと説明した。
○�委　員　（名簿盗用に関する）法人の関与に
ついて、どのように受け止めているか。
○�参考人　あんず苑の職員は一切知らない。ま
してや、理事長その他は全く知らない。
○�委　員　（名簿盗用は）自分の判断であり、指
示または助言は一切なかったということか。
○�参考人　そのとおりだ。
○�委　員　個人情報を持ち出すことについて、
誰かに相談しなかったのか。
○�参考人　誰にも相談していない。元都議会議
員にも話はしていない。
○�委　員　盗用した名簿の数は2,509件、重複
を除くと1,305件ということで間違いないか。
○�参考人　数をカウントしていないので分から
ない。
○�委　員　全体で何軒訪問したのか伺いたい。
○�参考人　全部で5,000軒ぐらい行った。
○�委　員　小金井市が参考人を告発したことに
ついては、どう受け止めているか。
○�参考人　市長が私を告訴することは、仕方な
いというより、むしろ当然だ。
○�委　員　告発された事実については認めるか。
○�参考人　そのとおりだ。

○�委　員　市長と参考人が話をする中で、先輩
の候補者は（訪問を）7,000軒もこなした、
君も頑張らなければ駄目だと、お尻をたたく
ようなやり取りもあったか。

○�参考人　7,000軒という話はあった。
○�委　員　（盗用）行為で集めた名簿。訪問は
全部し切ったということか。

○�参考人　多分、回った。
○�委　員　副施設長になる前にどういった職を
担当していたのか。

○�参考人　あんず苑が1997年に開所した当時
から副施設長だった。

○�委　員　市の個人情報なので、非常に重要な
位置にあった者として、どういう管理をして
いくべきだったと考えるか。

○�参考人　一職員だったらできなかった。副施
設長という役割で、私が独断でやってきたよ
うな状況だったので、こういうことが起こっ
た。

○�委　員　11月に発覚したときに市長から連
絡が来たということで、会って話したという
ことだが、その後については。

○�参考人　その後、1回会ったかもしれない。
場所は定かではない。立場上、告訴すること
もあるという話で、それで結構ですと答えた。

○�委　員　刑事告発される前に会ったというこ
とか。時期は。

○�参考人　11月末だと思う。あんず苑の事務
長にも経過を説明した。それが29日だと記
憶していて、その前だった気がする。

○�委　員　警察に説明に行ったのは、どういう
ことか。

○�参考人　出頭のつもりで行った。
○�委　員　警察には2回ということだが、何を
聞かれ、どんな説明をしたのか。

○�参考人　1回目は、名簿の盗用は事実ですと
いう話しをした。2回目は、事情聴取で、名
簿盗用の経過を問われ、それに答えた。

○�委　員　被害者に何かあれば。どうか。
○�参考人　市の個人情報保護条例に違反して、
利用者の名簿を使ったことに対して大変申し
訳なく思っている。立場を利用した行為に関
しては、責任は重いと痛感している。反省し
ている。

　
【市長からの寄附について】
○�委　員　市長から寄附のあった日にちと場
所、金額は。

○�参考人　平成28年だと思う。どこかは記憶
にない。（平成28年）12月に3万円頂いた。
（平成29年）2月26日に1万円、3月19日に1
万円寄附を頂いた。平成29年度分の収支報
告書に記載漏れしていたので、（令和2年）1
月10日に修正した。
○�委　員　西岡市長から（参考人の）後援会へ
の寄附金は、どこで受領したのか。

○�参考人　道で会ったところか、選挙事務所の
近くか、記憶が定かでないが、かばんの中に
入れ、1月になって事務員に渡した。

○�委　員　平成28年の方の収支報告の扱いに
しろと陳情者に指示した記憶はあるか。

○�参考人　ある。平成28年にもらったので、
平成28年にというもの。

○�委　員　市長と市議会は二元代表制の下で緊
張関係にある。参考人に市長がお金を持って
くる。どういう意図があってお金を持ってく
ると感じるか。

○�参考人　私の考え方、信条に対しての寄附だ
と認識していた。

　9月15日（火）、総務企画委員会は、「高齢者福祉委託事業に係る個人情報の盗用事件」に関する4件
の陳情を審査するため、小金井市議会では18年ぶりとなる参考人招致による質疑を実施しました。
　同事件は、前回の市議会議員選挙に西岡市長の推薦を受けて立候補した介護老人保健施設の元副施
設長が、小金井市の委託事業を実施する当該介護老人保健施設の利用者個人情報を盗用して選挙準備
に使用したものです。市は元副施設長を警察に告発しましたが、時効により不起訴処分となりまし
た。その後、調査を求める陳情書が提出され、今回、その元副施設長を陳情審査の参考人として招致
し、各委員が一問一答形式で質疑しました。
　11月18日（水）の総務企画委員会では、参考人質疑をもとに、市長部局への質疑が行われました。

　8月21日（金）、小金井　宮地楽器ホールにおいて、市
議会主催の議会報告会を開催しました。議会基本条例の
規定に基づき「年1回以上」開催するものです。新型コ
ロナウイルス感染症の影響が懸念されましたが、当日
は、定員制限の中、27人の方々にご参加いただきました。

　8月28日（金）、「議会BCP（大規模災害時業
務継続計画）について」をテーマとし、大津市
議会局長 清水克士 氏にオンラインでご講義を
いただきました。

地方議会における「参考人招致」とは地
方自治法第115条の2第2項「議会は当該普
通地方公共団体の事務に関する調査又は審
査のため必要があると認めるときは、参考
人の出頭を求め、その意見を聴くことがで
きる」によるもので、当事者の認識や学識
経験者など専門家の知見を聴き、問題解決
へとつなげる方策の一つ。出席拒否も可能。

参考人招致とは

　当日、議会からは「新型コロナウイルス感染症対策について」と題して、市政や市議会の動きを
報告しました。その後、参加者の皆様からご提出いただいた市政全般に関する質問に、常任委員
長、議会運営委員長、特別委員長が回答しました。非常に多くの多岐にわたる質問が提出され、
委員長も回答に四苦八苦しましたが、市民の皆様がどのようなテーマに関心を持っておられるか
が分かり、議員にとっても有意義なひとときとなりました。ご参加ありがとうございました。

9月15日の参考人質疑の様子は
YouTubeでご覧いただくこと
ができます。

議会報告会を
開催しました

このページの原稿は議員が作成しております

個人情報盗用事件の陳情審査のため
18年ぶりの参考人招致

議員研修会を
リモートで開催
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